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論文の内容および審査の要旨
　下顎無歯顎のインプ ラン ト支持オ ーバ ーデ ン
チャーは,支 台とな るインプ ラン トの生存率が
ボーンアンカー ドブリッジの支台に比較 して低い
ことが報告 されている。その原因には細菌学的因
子 と力学的因子が挙げられてお り,力学的因子に
はインプラン トの埋入本数 と義歯の動揺 による周
囲骨の負担過重が考 えられている。本研究は,イ
ンプラン ト支持オーバーデンチャーにおけるイン
プラン トの埋入本数と埋入位置を検討することに
より,長期的維持にとって有利な条件を明らかに
することを目的とした。
　有限要素モデルの作成 と解析には,汎 用有限要
素法プログラムCOSMOS/M　Ver．　2.95(SRAC)
とパ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ(Express　5800/
NEC)を用いた。無歯顎のCT画像 を基に下顎骨
部 を構築 した。皮質骨 と海綿骨は解剖学的計測値
を参考 とし,イ ンプラン ト体は直径3.75mm,長
径10mmとした。義歯床 と顎堤粘膜および維持に
用いた磁性アタッチメン トの磁石 とキーパー間に
Gap要素 を設定 した。有限要素モデルはインプラ
ントの埋入本数と埋入位置により次の4条 件 とし
た。Aモデルはインプラン ト体を左右側犬歯部に
埋入 したもの,Bモデルは左右側犬歯部 と第二小
臼歯部に埋入 したもの,Cモ デルは左右側犬歯部
と第二大臼歯部 に埋入 したもの,Dモ デルは左右
側犬歯部,第 二小臼歯部および第二大臼歯部に埋
入したもの とした。磁性 アタッチメン トの磁石と
キーパ ーとの間に磁力の代用 として750gfの吸引
力を設定 した。拘束条件は下顎枝断面の全節点を
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完全拘束 し,モ デル正中断面 に対称条件を付与 し
た。荷重条件は義歯人工歯部咬合面の全体に対す
る10kgfの垂直荷重 とした。
　解析 は線形解析 とし,す べての条件に対 して
Gap要素を設定 した幾何学的非線形性 を与えた。
評価項 目は,義歯床変位量,イ ンプラン ト周囲骨
の応力分布および最大相当応力値 とした。その結
果,イ ンプラン ト周囲骨部の応力値 と義歯床変位
量はモデルA,B,　C,　Dの順 に小 さくなった。モ
デルAの インプラン ト埋入部位が左右側犬歯部の
2本の場合は周囲骨に応力が集中し,生存率の低
下に影響 を及ぼすことが示唆された。モデルBと
Cの結果か ら後方インプラン トを顎堤の後方に位
置づけて遊離端欠損を避 ける方が有利であること
が明らかになった。 また義歯の変位抑制 とインプ
ラン ト周囲骨の応力分散 をはかるためインプラン
ト埋入本数の増加が有効であることが示 された。
　 上記の論文に対 して,審 査委員会は1月16日,
申請者 に対 して研究内容および関連事項について
口頭試問を行った。主な質疑の内容 は,1)Gap
要素の設定部位について,2)磁 性アタッチメン
を選択 した理由,3)イ ンプラン トの材料として
想定 したパ ラメータ,4)予 測できた結果と想定
外の結果について,5)オ ーバーデ ンチャーの適
応症等についてであり,いずれも申請者から適切
な回答が得 られた。
　 本論文は,イ ンプラン ト上部構造の長期的維持
に有利な条件を生体力学的に明らかにしたことか
ら歯科医学の発展に寄与するところ大であり,申
請者も本研究分野に対する学識と,今後の研究を
遂行する能力および人格を備 えていることから,
学位 を与えるに値す ると判定 した。
　　　　　　　　　掲載雑誌
奥羽大学歯学誌　第37巻,1号　13～20
(22)
